
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川の子育て支援施設見学バスツアー 

日時●11月 4日（日）10:00～15:00 

発着●JR坂出駅前バス乗り場 

 

【訪問先】 

■岡田コミュニティーセンター「いいお産の日」イベント見学 

■KITOKURAS 

■かがわ子ども・子育て支援センター 

参加者：親子・夫婦

6組、合計 17名 

4 か月の赤ちゃんからプレパパ・プレママ夫婦など参加して、中讃方面の施設へ行きました。 

■岡田コミュニティーセンター 

・「いいお産の日」イベントに参加 

★会場には「妊婦ジャケット体験コーナー」「安産灸」「お風呂の体験コーナー」 

「栄養相談」など様々なブースがあり、家族・夫婦で回りながら、思い思いに 

体験しました。 

 プレパパ・プレママ夫婦は初の沐浴体験！！妻が、人形の赤ちゃんを抱っこ 

して、「こんなに首がグラグラなのに一人でお風呂に入れるなんて怖くて絶対 

できない。」と不安そうにしている横で、夫はやる気満々！ 

 慣れない手つきで助産師さんからしっかり指導してもらい、最後までやり 

遂げていました。体験した夫婦からは「貴重な体験をさせてもらい、産まれてから役に立ちそうです。」との

感想が聞かれました。 

 その後は参加者全員で、メインイベントの助産師さんたちによる寸劇、産後劇「さんばと産後を考えよう～

産後はお産より大変だったの巻～」を観覧。 

 妊娠から産後までの母親・父親・祖母それぞれの立場での気持ちや行動を演じる劇を見る中で、お互いの気

持ちを理解しながら赤ちゃんを迎える準備をし、家族や行政サービスを利用しながら楽しく子育てができるよ

うにするための心構えを学びました。 

 

乳幼児のパパ・ママやプレパパ・プレママを対象に、中讃地域の子育て支援施設

を巡り、その支援体制や利用方法などを知ってもらい、子育てに役立ててもらうた

めに実施。 

「いいお産の日」とは、1994 年「REBORN(優しいお産をめざす出産情報誌)」の 1 周年記念イベントとし

て、きくちさかえさん(マタニティコーディネーター)が、「REBORN」主催のイベントを企画。バースエデ

ュケーター・戸田律子さんが、11 月 3 日を「いいお産の日」と命名し、出産の現状をもっと多くの人たち

に知ってもらおう、今のお産の状況を少しでもよりよいものにしていこうと、産む人を中心にしたお産のム

ーブメントとしてのイベントの開催を呼びかけたのが始まりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者アンケートより（一部抜粋） 

 日々の生活から少し離れて息抜きができました。 

 他の家庭の子どもも見れて、色々なお話も聞け、良い体験になった。 

 県をあげてこのようなイベントをしてくれて助かります。また来年もよろしくお願いします。子どもも大満足しています。 

 全てスムーズに進み、準備が綿密にされているのがわかりました。 

 一人で子どもを連れて参加するのを迷っていましたが、皆さん親切で、いつも聞けない話も聞けてとても楽しかったです。 

またこのようなイベントがあれば参加したい。 

■KITOKURAS 

 

 

 

★バスを降りると、参加していた子どもたちからは「木のいい匂いがする～」という声もあがるほど、

本当に木のいい香りがしていました。 

熊谷さんから、木のおもちゃの選び方や県内の木材のお話をしていただきました。 

人々は便利さや見栄えを追求するあまり、無垢の木の本来の良さよりも加工されたものを選ぶように

なってきたとのこと。その結果、使い続けるにも処分するにも環境や健康に負荷をかけることになって

しまっている。熊谷さんはそんな思いから、本来の木の良さを伝えていきたいと活動を続けられている

という事でした。 

食事も野菜をたっぷり使ったメニューで、栄養士さんが作ってくれた特別メニュー。盛り付けだけで

も子どもが喜ぶものでした。 

 

■かがわ子ども・子育て支援センター  

★ここは、地域支援センター・保育園・乳児院が一緒になった施設で

す。 

保育園(育愛館)の園長先生からは「子どもたちには失敗をたくさんし

てほしい。そうすることによって自己肯定感に繋がっていくんだ。」

とワンポイントアドバイスをいただき、施設を見学させていただきま

した。この日は日曜日だったので、子どもたちはいませんでしたが、

０歳から年長さんのお部屋を紹介していただき、「なかなか見られな

い所まで見学できてよかったです」という声もありました。 

 また、児童養護施設である乳児院の現状についてもお話いただきま

した。入所の理由は、虐待が一番多いということです。「子どもは家

庭で育つ権利をもっている」と国が定めているように、乳児院も「家

庭に戻す」ということを最終目標に支援しているとお話がありまし

た。 

 また、「ファミリーソーシャルワーカー」など色んな職種の人がチ

ームを組んで取り組んでいることもお話していただき、子どもたちは

様々な人の愛情をたくさん受け過ごしているのだなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸亀市綾歌町栗熊に「今だけじゃない、未来にもいいものを。」無垢、自然乾燥、高齢樹にこだわっ

た材木屋「山一木材」があります。「ほんまもんの木の良さを知ってもらいたい」という想いでカフ

ェや家具、生活用品を販売するお店が集まる「KITOKURAS」が併設されています。 


